












はじめに 

昭和 56 年 7月より昭和 57 年 10 月までの 1年 3ケ月に渡り,前厚生省川崎病研究班(班長:

草川三治)で川崎病急性期の治療研究の1つとしてAspirin,Flurbiprofen,Predonisolone+

dipyridamole の 3 群 prospective な治療効果に関する研究計画が実施された。この研究は

川崎病に対する初めての全国的な,しかも prospective な研究である点から本症の治療効

果の確立のために非常に貴重な研究である。そこで本研究班(班長:川崎富作)でも引き続き

本研究の対象となった症例の経過観察を行った。これまでに第 30 病目,第 60 病日,1)1 年

目,2)2 年目 3)の成績はすでに報告した。本年は 3年目の成績を中心に報告する。 


